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「地区防災計画づくり」のすすめ

地域課題に対し、理想的な災害時の対応とそ
のための平時の備えを検討します。

災害時の事態の流れイメージしながら、災害
時に懸念される地域課題を調査します。

地域の方々と対策を共有し、意見交換や防災
訓練などの方法で検証・見直します。

地域を取り巻く自然特性と社会特性を踏まえ
た災害特性を確認します。

スケジュール（案）

【6月29日】
地域防災研修会

【8月31日】
第1回WS

【1月25日】
第3回WS

【11月16日】
第2回WS

防災まちあるき

計画素案の作成

地域調整・勉強会

地域発表会
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ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する
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「地区防災計画づくり」のすすめ
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災害と被害
（想定）

心配なこと
困ること

望ましい災害時の対応

⚫ 対象災害
⚫ 災害の発災条件
⚫ 災害時の問題
⚫ 災害時の対応

「重要」
➡時系列で：シナリオで事態と理想的な対応を整理
➡具体的に：多様な主体、協力者、社会資源を活用

死者？人

倒壊？棟

避難所？

柔軟な対応のために
⚫ やること（行動）
⚫ 準備すること（人、

モノ、関係、施設）

ハザード

脆弱性

地区防災計画

防災活動により検討した内容 防災活動より作成したマップ

必要な平時の備え

資料集
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防災マップとは 防災マップとは、地域のハザードマップを下敷きに、災害
時に地域に必要な対応（目的）に応じて、危険箇所を避け
た対応行動と、活用資源の情報を地図にまとめたものです。

避難マップ

消火マップ

救助マップ

元看護師
Aさん

工務店主
Bさん

防災倉庫

C小学校
（避難所）

D公民館

元消防士
Eさん
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避難所

消火栓

井戸

対応行動を考える

現状を調べる

・危険なもの・場所
・役立つもの・場所
・支援が必要な人
・支援できる人

・対応行動
・避難ルート
・支援ルート

地域のハザードマップ

防災まちあるき

●●●●マップ

災害対応（目的）に応じた防災マップ

地域で必要な災害対応（地震の例）
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●災害時の「注意・危険」 ●災害時に役立つ「地域資源」
ﾌﾞﾛｯｸ塀：（倒れそうで）避難時に危険

大木・看板：（倒れそうで）避難時に危険

空き家：（倒れそうで）避難時に危険

橋・崖：崩壊して通れなくなる

狭い道：大勢の人、車が通れない

凸凹道：車いすが通りにくい

傾斜地：高齢者や車いすが通れない

火災：古い・木密で延焼しやすそう

その他：「注意・危険」な箇所 等

地域を調べる
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災害時の地域課題 災害時の地域課題のうち、重要
課題に関わる「注意・危険」と、
課題解決のための「地域資源」
を調べて地図に記録

人

消防署

消防団

警察

自衛隊

医療関係者

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

避難施設

管理者

●防災資源
機材・施設

防災倉庫

避難施設

消火栓

街頭消火器

防火用水・

貯水槽

防災無線

止水板

人

町会・自治会

民生委員

元医師・看護師

商店・小売業

土木工事業者

ｺﾐｭﾆﾃｨ放送局

学生・ＰＴＡ会

ｱﾏﾁｭｱ無線家

ｼﾙﾊﾞｰｸﾗﾌﾞ

子供会

機材・施設

農作業用機材

電気自動車

発電機・無線機

ｷｬﾝﾌﾟ用品

空地・農地

公園・広場

ﾌﾟｰﾙ・池・井戸

各種福祉施設

集会場、会館

●社会資源

時間軸 空間軸

●●●●マップ
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発見する
みんなで歩いて、「注意・危険」「地
域資源」を発見を見つけたら、みんな
に声を上げて知らせる

記録する
地図シートに記録すること
をみんなで話し合って、記
録係が記録する

撮影する
地図シートに記録した場
所・ものを、記録係が撮る
※１～２枚程度！

①担当を決める

②機材を確認する

リーダー
グループを引率

記録係
発見した内容を地図
シートに記入

撮影係
デジカメで写真を撮影
（１枚）

車いす係
要配慮者の視点でルー
トを確認

誘導係
自動車や自転車からの
安全確保

地図シート 画版 筆記具
（赤、青）

デジカメ まき尺 ホイッスル車イス

要配慮者の視点
車イスに乗って、通りや
すいか、支援が必要か、
を点検する

防災まちあるきのすすめ

6

資料集
19
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防災まちあるきの記録例

① 自治会館等の地域の代表地点を起点に、地域内の状況が確認できるように、歩くルー
トを設定

② まちを歩いて発見した内容を「注意・危険」「地域資源」で点・線・面で地図に記録
点「箇所」● 線「 道 」 面「空間」

③ 点、線、面の記録に合わせて「名称」「理由」を記入

④ それぞれの場所で、写真を撮影（周辺状況も分かるように1枚！）
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木造密集
火災延焼の危険

●

避難所

簡易井戸
初期消火に利用

●

工務店
救護機材あり

起点 ブロック塀
倒れたら通れなくなる

広場
身の安全を確保

記録

資料集
19
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まちあるきで記入した
地図シート

「地域防災Web」にてデジタル化
➡印刷して「地区防災計画」に挿図

防災マップづくり
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地域防災Web

e防災マップ

登録

写真
データ

＋

印刷

「災害時の対策検討」（次回）
➡課題解決の対策を空間で検討

登録

１

注意資源

１

防災マップにまとめた危険箇所や地域資源に関する情報を
もとに、災害時の対策を検討します。


